
網野市民局ニュース 第35号 

網野町の人口(人) 

 R4.6末 R4.7末 前月比 

 0～14歳 1,133 1,124 -9 

15～64歳 6,257 6,264 7 

65歳～ 4,786 4,778 -8 

 合計 12,176 12,166 -10 

令和４年8月25日発行 

浅茂川地区  水無月祭 

愛宕神社  あたご火まつり 

三年ぶりの海上渡御 

マンドリ神事 

令和4年度 輝け丹後未来をてらす光の庭 

2022夕日ヶ浦納涼花火大会 

互いを尊重しあう平和な世界 

Love ＆ Peace ～とどけ希望つなぐ未来～ 

 

網
野
神
社
境
内
の
北
側
に

鎮
座
す
る
愛
宕
神
社
の
例

祭
と
し
て
、
御
祭
神
で
あ

る
「
火
産
霊
神
（
ほ
む
す

び
の
か
み
）
」
へ
の
感
謝

と
地
域
の
防
災
・
防
火
を

祈
願
し
て
、
直
径
約
25
㎝

の
麦
わ
ら
に
火
を
つ
け
て

回
転
さ
せ
る
「
マ
ン
ド
リ

神
事
」
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

三
年
ぶ
り
に
設
置
さ
れ
た

観
覧
席
に
は
、
大
人
か
ら

子
供
ま
で
多
く
の
地
元
の

み
な
さ
ん
が
参
拝
さ
れ
、

大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。  

  

7
月
30
日
に
浅
茂
川
地
区
で
行
わ
れ
た
水
無
月
祭

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
昨
年
ま
で
中
止
さ
れ
て
い

た
「
海
上
渡
御
」
が
復
活
し
ま
し
た
。
担
ぎ
手
の
大

き
な
掛
け
声
と
共
に
渡

御
を
行
う
神
輿
に
、
観

客
か
ら
は
大
き
な
歓
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
し

た
。 

 
ま
た
、
夜
に
は
三
年
ぶ

り
と
な
る
花
火
大
会
も

開
催
さ
れ
、
海
岸
で
は

多
く
の
人
が
、
夜
空
に

打
ち
あ
が
る
花
火
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。  

 

丹
後
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
ア
ミ
テ
ィ
丹
後
）
で
は
、光
り

輝
く
京
丹
後
街
づ
く
り
実
行
委
員
会
が
設
置
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
輝
い
て
い
ま
す
。 

 

当
委
員
会
で
は
、地
元
企
業
や
旅
館
な
ど
と
協
力
し
て
、街
の
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
や
保
育
園
な
ど
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、網

野
町
の
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
、魅
力

を
発
信
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
主
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
は
、丹
後
緑

風
高
校
網
野
学
舎
の
美
術
部
の
生
徒
が

平
和
の
象
徴
で
あ
る
“鳩
”が
人
々
の
温
か

い
心
か
ら
生
ま
れ
る
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し

た
デ
ザ
イ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、８
月
31
日

ま
で
の
期
間
中
、午
後
７
時
か
ら
午
後

10
時
の
間
、点
灯
し
て
い
ま
す
。 

 

８
月
15
日
、
浜
詰
夕
日
ヶ
浦
海
水
浴
場
に
て
、
２
０
２

２
夕
日
ヶ
浦
納
涼
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
は
「L

o
v
e
 &

 P
e
a

c
e

～
と
ど
け
希
望
つ
な
ぐ
未
来

～
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
、
地
元
地
域
を
中
心
と
し
た
事
業

者
か
ら
の
協

賛
や
市
民
か

ら
の
寄
付
を

募
り
、
１
５

０
０
発
の
花

火
が
夕
日
ヶ

浦
の
夜
空
を

鮮
や
か
に
彩

り
ま
し
た
。  

⇓
 

火
の
つ
い
た
藁
の
束
を
回
し
て 

 

マ
ン
ド
リ
を
行
う
氏
子
（う
じ
こ
） 

⇑ 海上渡御を行う様子 


